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山中さんは現市政の 

問題点を批判しました 

１０
日
、
つ
く
ば
カ
ピ
オ
で
市
長
選
挙
に
と
も
な
う
公
開
討
論
会
が
行
わ
れ
、
山
中
た
い
子
（
前
日
本
共
産
党
県
議
）
、
桜

井
よ
う
子
（元
自
民
党
県
議
）、
市
原
健
一
（元
自
民
党
県
議
）
、
五
十
嵐
立
青
（
前
民
主
党
市
議
）
の
４
人
の
予
定
候
補
者

が
参
加
。
市
長
選
の
争
点
、
各
予
定
候
補
の
違
い
が
く
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。 

●民地除染や健康調査をいまだに

実施していない。 

●下水道料金、幼稚園授業料の値

上げ、都市計画税導入、高い水道

料金・国保税、「市民に重税感」。 

●お年寄りの緊急通報システムの

有料化。 

 

●つくば駅前の用地取得（５億

円）、民間企業に貸し出す。市の

やる仕事ではない。 

●１７億円かける給食センター、

市民の願いは自校方式。 

●公共事業をめぐる黒い噂。 

 

●原発ゼロ、消費税増税や 

ＴＰＰ参加に反対と言えない 

 

公
開
討
論
で
は
、
最
初
に
取
り
組
む
重
要
政
策

に
つ
い
て
山
中
さ
ん
は
、
①
原
発
ゼ
ロ
を
宣
言
し
、
除

染
と
健
康
調
査
を
実
施
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
遊
べ
る
つ
く
ば
市
を
取
り
戻
す
こ
と
を
最
優

公
開
討
論
で
は
、
「
誰
も
が
住
み
や
す
い
魅
力
あ

る
つ
く
ば
」
が
テ
ー
マ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
子
育
て

支
援
、
介
護
、
格
差
是
正
な
ど
に
つ
い
て
発
言
。
山

中
さ
ん
は
、
「
つ
く
ば
市
の
財
政
力
は
県
内
４
位
。
ム

ダ
使
い
を
な
く
し
、
税
金
の
使
い
方
を
変
え
れ
ば
福

「
つ
く
ば
市
の
経
済
活
性
化
の
具
体
策
」
が
テ
ー
マ

に
。
給
料
が
下
が
り
、
中
小
企
業
の
倒
産
が
相
次
ぐ

一
方
、
大
企
業
の
内
部
留
保
金
は
２
６
０
兆
円
に

も
。
お
金
が
回
ら
ず
経
済
成
長
が
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
山
中
さ
ん
は
、
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
」
「
正

社
員
が
当
た
り
前
の
社
会
」
「ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
の
正
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先
課
題
に
あ
げ
ま
し
た
。
他
の
３
人
は
原
発
に
は
触

れ
ず
、
「
市
役
所
改
革
」
、
「
子
育
て
支
援
」
、
「
オ
ー

プ
ン
な
政
治
」
な
ど
を
第
１
優
先
政
策
に
あ
げ
ま
し

た
。 

 

祉
の
充
実
が
は
か
れ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
市
原
氏
は
、
「
現
在
は
３９
億
円
の
基
金
が
あ
る

が
、
以
前
は
２
千
万
円
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

と
の
べ
、
値
上
げ
や
補
助
金
カ
ッ
ト
の
正
当
性
を
主

張
し
ま
し
た
。 

 

職
員
化
」
「
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実
施
」
「
悉
皆

調
査
に
よ
り
農
業
、
中
小
企
業
振
興
計
画
の
作
成
」

な
ど
、
雇
用
の
改
善
と
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強

調
。
他
の
３
人
は
「
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
、
「
企
業

の
本
社
を
つ
く
ば
に
移
転
」
、
「
つ
く
ば
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
整
備
と
活
用
」な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。 


